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黒沢良夫, 山口誉夫, 榎本秀喜, 松村修二

自動車運転中に耳障りな高周波ロードノイズ（２００～５００Hzの車内騒音）の現象把握・低減のため、制振材が積層された
自動車パネルの振動減衰特性をCAE で予測する手法を開発した。大規模車体FEモデルの実固有値解析結果と制振材の減衰の影
響を考慮できるモード歪エネルギー法を用いて周波数応答計算を行い、実験結果と概ね一致した。本解析と実験計測により、
モード減衰と振動モードの関係、周波数（振動モード）による制振材の制振効果（減衰、剛性、質量）の違いを明らかにし
た。また、制振材のモード減衰に対する寄与率を用いて効率的な配置が行える手法を開発し、実験検証によりその有用性を確
認した。
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